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要旨

2017年6,月 に実施 された南硫黄島自然環境調査において約100点 の維管束植物標本を採

集 した。この うち、南硫黄島において初めて確認された植物は、アサガオ(ヒ ルガオ科)、ツ

ボクサ(セ リ科)、オオバナノセンダングサ(キ ク科)、ヤブマオ属の一種(イ ラクサ科)、シ

ソ科の一種、キヌラン属の一種(ラ ン科)の6種 であった。また、1936年 の調査以降、標本

が採集されていなかったシマクモキリソウが再発見された。過去に発表 された植物 リス トと

今回の調査によって確認 された種をあわせると、本島にはシダ植物44種 、双子葉種子植物

64種 、単子葉植物27種 、合計135種 が記録 された。

キーワー ド

南硫黄島、維管束植物、シマクモキリソウ、キヌラン属、オオバナノセンダングサ

1.は じめに
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南硫黄島の維管束植物相は、小笠原営林局による1935年 と1936年 の植物調査、 日本シダ

の会による1981年 の植物調査、環境庁による1982年 の総合調査、東京都環境局と首都大学

東京のよる2007年 の自然環境調査によって、これまでに計129種 の維管束植物が記録 され

ている(環 境庁 自然保護局、1983;藤 田ら、2008)。 その うち山頂部を含めた全標高域の調査

は1936年 、1982年 、2007年 の3回 である。南硫黄島の中～高標高域にはエダウチムニンヘ

ゴが優占する雲霧林やガクアジサイやピサカキが優 占する林が存在 し、小笠原群島とは異な

る独特の植生が存在することが知られている。

2007年 は維管束植物の植物相 と植生調査を4名 の専門家で調査 したが、2017年 の本調査で

は、ほぼ同じ人員でコケ植物 ・地衣類 ・きのこ類まで調査範囲を広げたため、踏査ルー ト

沿いに生育する分類群の網羅的な標本採集は行わずに、特定の分類群を対象に調査を実施

した。本稿では1)今 回の調査で新たに生育が確認された種、2)発 見が期待 されていた

種、3)外 来植物の生育状況について報告 し、南硫黄島の維管束植物相の補完 を行 うこと

を目的 とした。

2.材 料と方法

本調査で踏査 したルー トは、2007年 の現地調査 藤 田ほか、2008)と ほぼ同じである。踏

査ルー ト沿いや植生調査地点で確認された維管束植物の中から、これまでの調査で記録が無

い と思われた種、保全上の観点から発見が期待 された種 及び外来植物について標本採集、も

しくは写真を撮影 し、GPSで 採集地点の位置盾報と生育環境を記録 した。採集品はビニール

袋に入れて父島の研究施設に持ち帰 り、さく葉標本にするとともに、一部の植物については

生株のまま栽培を行った。学名および和名は米倉 ・梶田(2003)に 従った。なお、今回の調

査で得 られた標本は、首都大学東京牧野標本館(MAK)、 国立科学博物館(TNS)に 収蔵 さ

れる予定である。

3.結 果 ・考察

3-1.南 硫黄島の植物相

今回の調査により維管束植物約100点 の標本が集 められた。南硫黄島において初めて生育

が確認された植物は、アサガオ(ヒ ルガオ科)、 ツボクサ(セ リ科)、 オオバナセンダングサ

(キク科)、 ヤブマオ属の一種(イ ラクサ科)、 シソ科の一種、キヌラン属の一種(ラ ン科)

の6種 であった。また、1936年 の調査以降、標本が採集 されていなかったシマクモキリソウ

が再発見された。過去に発表された植物 リス トと今回の調査によって確認された種をあわせ

ると、本島にはシダ植物44種 、双子葉種子植物64種 、単子葉植物27種 、合計135種 が記

録された。

今後、DNA塩 基配列データなどの角斬 を進め、より詳細な同定結果および系統関係が得

られた段階で各分類群について評価 し、改めて報告する予定である。

3-2.今 回新たに記録 された植物について
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・アサガオipomoeanil(L .)Roth(ヒ ルガオ科)

標高500mの 開けた岩場において、薄紫の花を咲かせた開花個体を確認 した。 日当た りの

良い傾斜のきつい斜面に、同じくヒルガオ科でツル植物のノアサガオ(lpomoeaindicα)と 絡

み合 うように生育 していた。本種の原産地はヒマラヤとされるが(大 橋他、2017)、観賞用に

広 く栽培され、自然に逸出することもあるため、その由来については不明である。

・ツボクサCentellaasiaticα(L)Urb .(セ リ科)

標 高500mの 開 けた岩 場において数 個体の生育を確 認 した。本種 は本州 ～琉球 ・小笠 原、

東 アジア ・熱帯ア ジア ・南ア フ リカ ・アメ リカ に広 く分布す る(大 橋他、2017)。 火 山列島で

は、初 めて の報告で ある。

・オオバナノセンダングサBidenspilosaL .var.radiataSch.Bip.(キ ク科)

標高10mか ら標高500mま での開けた岩場において、少なくとも十数株の生育を確認し

た。本種は19世 紀中頃に園芸 目的で導入され、現在は四国 ・九州南部～沖縄 ・小笠原諸島に

生育する帰化 してお り(大 橋他、2017)、環境省の生態系被害防止外来種 リス トに含まれてい

る。北硫黄島では、コシロノセンダングサ(BidenspilosaL.var.minor)が 記録 されているが

(藤田ら、2008)、本種とは主に舌状花の長 さの違いのみで区別 されるため、同種である可能

性も考えられる。今後、標本に基づ く形態の再検討が必要である。今回の調査で、踏査ルー

ト沿いに頻繁に出現 していたにも関わらず、これまで全 く記録がなかったことか ら、海鳥に

種子が付着するなどして、2007年 以降に南硫黄島に定着 した可能性が示唆される。

・ヤブマオ属の一種Boehmeriasp .(イ ラ クサ科)

標 高900m付 近 の トキ ワイヌ ビワやガ クアジサイが優 占す る林 の林縁 で生育を確 認 した。

これ まで南硫黄 島のヤブマオ属 の植 物は、 ラセイ タソウ(Boehmen'ahiloba)、 オ ガサ ワラモ

クマオ(Boehmeriaboninensis)、 ナ ンバ ンカラムシ(Boehmerianivea)、 北硫 黄島ではオガサ

ワラモ クマオ(Boehmeriaboninensis)の み が記録 されてい るが、葉 の形や花序 の形態 がいず

れ にも該 当 しない。また、大場(1983)で イ ワガネ と同定 され、藤 田(2008)で カ ラムシ属

の一種 と修]Eさ れた標 本 とも形態的な特徴が明 らかに異なってい る。今後 、標本 とDNA資

料 をよ り詳 しく調べ ることで、種の同定 を行 う予定であ る。

・シソ科の一種Lamiaceaesp .

標高900m付 近の トキワイヌビワやガクアジサイが優 占する林付近のやや開けた場所で生

育を確認 した。これまで南硫黄島や北硫黄島でシソ科植物の報告は無い(藤 田ら、2003;藤田

ら、2008)。今回は標本を採集することができなかったため、次回調査時には標本の採集を行

うことで正確な種同定をすることが期待される。

・キヌラン属の一種Zeminesp .(ラ ン科)
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標高700m付 近のやや岩が露出したヒサカキ林の林縁 と、標高900m付 近の雲霧林内のエ

ダウチムニンヘゴに着生 している複数株を確認 した。いずれも本葉が3枚 ほど展開したばか

りの非開花個体であったため、生きたまま採集 し、種の同定のために温室 での栽培を継続 し

ている。小笠原諸島においてキヌラン属の植物は、1930年代に母島でムニンキヌラン(Zemine

boninensis)が 採集 されているが、それ以降は生育の記録がない。今後、開花に向けた栽培を

続けるとともに、DNAを 分析することで、種の同定を行 う予定である。

3-3.特 筆すべき植物について

・シマクモキリソウLlanShostrfolia(Koidz .)Koidz.exNakai(ラ ン科)

標高700m付 近のやや岩が露出 したヒサカキ林の林縁で複数株を確認した。いずれの株 も

本葉が2枚 ほど展開したばか りの非開花個体であったため、生きたまま持ち帰 り、国立科学

博物館つ くば植物園の協力で、2017年ll.月 に開花、シマクモキ リソウであることを確認 し

た。

本種は父島での記録は戦前のみで1938年 以降見つかっておらず、すでに絶滅 した可能性

が高い と考えられている。唯一生き残っている可能性が考えられていた南硫黄島でも、1936

年の調査以来、確実な標本は採集 されておらず、今回の生きたままの株が得 られたことは、

分布の記録および域外保全とい う観点からも大きな意味を持っ。

今回発見 した株は、標高700m付 近の霧がかかることが多い標高帯で、やや岩が露出し、

傾斜がある灌木林の周辺の 日当た りが良く、土壌があま り発達していない場所に生育してい

た。周囲にはラン科植物のキンギンソウの他、ヒサカキ、ナンバンカラムシ等の中低木が生

育 していた。踏査調ルー トが限られているため、島内全体にどれほどの個体が生育している

かは不明であるが、今回の調査で実施 した ドローン空撮の映像に基づき植生帯を把握 し、次

回調査時には同様の環境を重点的に調査することで、より正確な生育状況を確認することが

期待 される。

3-4.外 来植物の生育状況について

シンクリノイガCenchrusechinanSL.は2007年 の調査で南硫黄島において新たに生育が確

認 された植物である。本種は小笠原に古くから帰化 し、智島 ・弟島 ・父島 ・東島 ・南島 ・母

島 ・硫黄島に分布を拡大 しつつあるため、南硫黄島においても急速な分布拡大が懸念されて

いる。今回の調査では踏査ルー ト沿いを中心に生育状況の把握を行った。標高10-500mに お

いて生育を確認 し、特に100-200m付 近の踏査ルー ト沿いに多数の生育を確認 した(図1)。

2007年 調査 と比較 して 藤 田ら、2008)、 著 しく分布が拡大 している様子は見 られなかった

が、本種の種子は鳥の羽毛に着いて容易に散布 されるため、踏査ルー ト以外の場所に広範に

生育 している可能性も十分に考えられる。

オオバナノセンダングサBidenspilosaL.var.radiataは 、今回の調査で初めて発見された外

来植物である。標高500m以 上の雲霧林内では生育が確認できなかったが、踏査ルー ト沿い
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には少なくとも十数株の個体が生育 していた(図1)。 詳細については前述の通 りである。

南硫黄島に分布する外来植物は、Kobayashi&Ono(1987)の 見解によると7種(ナ バカノ

コソウ、オオアレチノギク、ウシノタケダグサ、タケダグサ、セ リバノセンダングサ、ツノ

キビ、シンクリノイガ)で あり、今回の調査で新たに発見されたオオバナノセンダングサを

加えると8種 とい うことになる。全維管束植物の種数に占める外来植物の割合は6%と 、周

辺の島々と比べると極めて低い。一方で、シンクリノイガとオオバナノセンダングサはそれ

ぞれ2007年 または2017年 の調査で新たに発見されたにも関わらず、島内の複数箇所でその

生育が確認された。いずれの種も種子に鋭い突起もしくは芒を持つ動物付着散布型の植物で

あることか ら、本種の種子は海鳥によって運ばれている可能性が高い。多くの海鳥の繁殖地

となっている本島では、既にかなり広い範囲にわたり生育 していることが懸念 される。今後

は空撮画像を用いて、島内全体の生育状況を把握する等分析を進めてい くことで、成立年代

の若い海洋島における鳥散布型植物の侵入過程が明らかにされることが期待 される。また、

本島のように人の定住 したことがない島においても外来植物が分布 を広げているとい う結

果は、周辺の島々を含めた包括的な外来植物対策の必要性 を示唆している。
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inthisexpedition,ca.100specimensofvascularplantswerecollectedonMinami-lwo-ToIsland.

Sixspecies,Ipomoeanil(L.)Roth,Centellaαsiαtica(L.)Ufb.,Bidens/ガlosαL.var.radiataSch.Bip.,

Boehmeriasp.,Lamiaceaesp.,andZeexinesp,werenewlyrecordedon面sisland.WecollectedLian's

hostifolia(Koidz.)Koidz.exNakai,aspecieswhichhasnotbeencollectedfromtheBor血Islandsin79

years.Thisspeciesboreflowersincultivation.Altogether,includingpreviouslypublisheddata,44

pteridophytes,64dicots,and27monocots(total:135vascularplantspecies)havebeenreportedon

Minami-Iwo-ToIsland.

Keywords

BidenspilosaL.var.radiata,LlanShosnfolia,Min㎜i-Iwo-To,Vascularplants,Zezaxinesp.

一130一



∠

へ1、気 ・.

、

＼

警
ぜ

、

〆

,

く
.、

6L,・ 一

・ぐ

陵'曳
、 ♂

◎
翠癒

'㍉ 曝
、

邑

P

1
、

㌧
-

、

,

」

,1

ノ 「 、

写 真1.ア サ ガ オ(三 尖 葉 が ア サ ガ オ の 葉 、 心 形 の 葉 は ノ ア サ ガ オ)

Photol.Ipo〃zoeanil(three-pointedleaves:Ipomoeanil,coordinatesleaves:lpomoeaindica)

㌧

晒マ
ぐ

、

、

、

」

1

{

、
、

～

-
、

瀞

ー

,
鳥

ー

嘘

・
8

＼

邑

墨

ζ

↑謹

一

f
ノ
隻
「

ー

写 真2.ツ ボ ク サ

Photo2.(]entellacrsiatz'ca

一131一



ノ
,亀

瀞

← ・

鍔
"' ,

"

61 ⇒ 脅

、 讃'、

写 真3.オ オ バ ナ ノ セ ン ダ ン グ サ

Photo3.Bidenspilosavar.radiata

匠 ●

、

誓

鋤
翌

{

σ

σ

勉

互

の
∂.㌧

隻 、 ●

、

、

㌔ 隔 、

e

σ
ζ

轟 。、二、

魎

↓

β

●
㌻

.

6

乳

勅

象

.

'

,

ノ

野

二
魯

箋

4s＼

`

4多
幽 層

▲ .L

㍗ 、 ・

' 『

ρ

L
膨

齢 　粛 ・ ご4
L-_ .:1亀i ㌧

.毒
、 ノ'

』【トノF.」 〆

写真4.シ マ クモ キ リソウの非 開花個体

Photo4.LiarishosnfoliainMinami-Iwo-ToIsland

一132一



　 　 り

管ll墾7塩 な窺1. 、

構1礁 凝罷1智
写真5.シ マ クモ キ リソウの生育環境

Photo5.HabitatofLiaηishostzfolia

一133一



'

.子

伊

,ρ

ん

唇

4

＼

▲

「
.

や

・
て

/

ノ

、

(

＼
、 レ

4/雪
,

ノ

ザ
`

●

写真6.シ マ クモ キ リソウの栽培条件下 での開花 した個体

Photo6.LiarishosnJfoliacUltivatedintheTsulaUbaBotanicalGarden

一134一



ゴ融

霧 、勿

羅 雛 磁

灘
5認
,獺

図1.オ オ バ ナ ノ セ ン ダ ン グ サ(■)と シ ン ク リ ノ イ ガ(●)の 分 布

Figure.1.DistributionofBidensρilosavar.radiata(■)andCenchrusechinams(●)
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